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　本海上実験は ， 科学技術庁の 海洋空 間の 有効利用 の

拡大及び運輸省の 大プ ロ ジ ェ ク トで ある海洋構造物の

沖合展 開 な ど の 研 究 の
一

環 と し て 実施 して きて い る 。

本研究 の 主 目標は ，21世紀に おける海上情報都市，海
上空港．海洋 エ ネ ル ギ

ー
発電 プ ラ ン トな どの 沖合人 工

島の 基盤 となる大規模 な浮遊式海洋構造物の 建設技術

及び信頼性や安全性 の 向上を図 る た め の もの で あ る。
本実験は ， 昭和61年度 か ら 5 ケ年計画で 行っ て お り，
水槽模型実験や理論計算 などに よ っ て 確 立 して きた各
種 の 要素技術を 集大成 して 大型浮遊式海 洋構造物の プ

ロ ト タ イ プ 「ポ セ イ ド ン 号 」 を 日 本海 に 係留し，実際
の 海域 に お い て 年間 を 通 した 実証研究を実施して きて

い る 。

　プ ロ トタ イ プ の 実験構造物 は ，将来 の 大規模浮遊 式

海洋構造物の 極く
一

部分 で あ り，ク
ー

テ ィ ン グ付カ ラ

ム 12本 で 上部構造物を支持する半潜水型で全長34m ，
全幅24皿 ，高さ 13，5n1．排水量 531　 tで あ る。

　計測項目は ， 自然環境条件，構造物 の 運動，構造歪

係留ラ イ ン に 働く張力及 び防食 など60項 目 に 亘 り， 1
日 4 回 の 定時計測及び台風 時や 異常気象 時 に 数 10時閤
の 臨時計測を行 っ て き た。

　本論文で は，多数 の 計測項 目の 中か ら方向波ス ペ ク

トル ．係留 ラ イ ン の 張力，長周期運動及び構造歪を選

び，そ の 計測 シ ス テ ム を詳述 し，解析結果 の
一

部 を 示

し現象 の 特性 に つ い て も論 じて い る 。 また ， 実機デ ー

タ は ， 水槽模型実験及 び理 論計算 などと比較 して極め

て 相関 が 良好 で あ る こ とを確認 した。

　 こ れ ら の 成果 は，将来 の 大規模 な浮遊式海洋構造物
の 設計 ・ 建造並 びに 基準な ど の 確立 に 活用す る。
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プ ロ ペ ラ 幾何形状 の 変化 が プ ロ ペ ラ 特性及 び

キ ャ ビ テ ーシ ョ ン 性能 に 及 ぼ す 影 響 （そ の 1 ）

一
翼厚 さ ・幅比 及 びキ ャ ン パ ー比 の 変化

一

The　Effect　of 　the　Geometrical　 Feature　 of 　Screw
Propeller　on 　 Performance（Part　l）−Variation　 of

the　Thickness −Chord　Ratio　 and 　Camber 　Ratio 一

門井　弘行 ， 吉田　三 雄 ， 岡本　三 千朗，鈴木　茂

　　　　　　 　　 平成元年 5 月

　　　　　　 西部造船会 々 報　78号

　近年，プ ロ ペ ラ効率及びキ ャ ビ テ ーシ ョ ン 性能とも

に 優れた，新 しい プ ロ ペ ラの 開発 が種々 試み られ て い

る。 著者らもSRI ・B 型 プ ロ ペ ラを開発 し，　 Bp 一

δ形式 の プ ロ ペ ラ設計図表を発表 した 。

　しか し，プ ロ ペ ラ 設計 の 対象 とな る船舶 は 多種，多
様 で あ り，そ の 作動条件 も様 々 に 変化す る。した が っ

て ．設計され た プ ロ ペ ラ の 幾何形状は ，設計図表作成

に 用 い られ た母型 プ ロ ペ ラ の 幾何形状 とは大 なり小 な

り異 なるの が普通 で ある。 この た め ， 母型 プ ロ ペ ラの

幾何形状が変化 した場合の プ ロ ペ ラ特性及び キ ャ ビ テ

ー
シ ョ ン 性能 の 変化を把握 して お くこ とが 最適 プ ロ ペ

ラ を設計す る上 で必要 と な る。

　本報告は，SRI ・B 型 プ ロ ペ ラ の 翼厚さ
一

幅比及

び キ ャ ン パ ー比 を系統 的 に変化 させ た 場合 の プ ロ ペ ラ

特性及び キ ャ ビ テ
ー

シ ョ ン 性能を，実験及び理 論解析
に よ っ て 検討 した結果を述 べ る。

　 主 な結 論として ，
1．母型 プ ロ ペ ラ の 翼厚 さ

一
幅比を20％程度増減 さ せ

　 て も ， プ ロ ペ ラ 効率 は ほ とん ど変 らない 。
2．翼背面上 に 発 生 す る キ ャ ビ テ

ー
シ ョ ン の 発生範囲

　 は，キ ャ ン パ ー
比 を 増加 さ せ る と減少 し，キ ャ ン バ

　
ー

比を減少 さ せ る と増加す る 。 こ の た め，船尾水圧

　変動振幅 も同様 の 傾向で変化す る 。 た だ し，キ ャ ン

　 パ ー
比を過大な値 に と る と，正面 キ ャ ビ テ ーシ ョ ン

　が 激 しくなり，プ ロ ペ ラ効率 も低下す る傾向を示す。

3．各 プ ロ ペ ラ の 翼面上圧力分布の 理論計算値を基に

　した揚力等価法 に よ るキ ャ ビ テ
ー

シ ョ ン 発生範囲の

　予測結果 に よ り，実験結果 の 妥当性 が 確 め られ た。
4． プ ロ ペ ラ効率及び キ ャ ビ テ

ーシ ョ ン 性能の 観点か

　 ら見た最適 の 翼厚さ
一
幅比及 びキ ャ ン パ ー

比 の 値が

　存在 し， D．7　R に おける最適値 は，　t〃 ；o．06〜o．07，
　 m ／！

− 0，02〜0．03程度 と考え られ る。
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